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同
窓
会
五
代
友
厚
記
念
事
業
委
員
会
委
員
長

五
代
無
実
の

新
証
拠
発
見

発
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
同

窓
会
五
代
委
員
会
委
員

八
木
孝
昌
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
で
始
ま
り
、
最
初

に
住
友
史
料
館
末
岡
照

啓
研
究
顧
間
に
よ
る
基

調
報
告
が

「五
代
友
厚
と

北
海
道
開
拓
使
事
件
の

再
検
討
」
の
演
題
の
も
と

の
挨
拶

に
行

わ

れ

た
。報

告
中

の
自
眉
は
、

土

佐

藩

士

で
明
治

期

の
政

治

家

で
あ

っ
た

佐

佐

木

高

行

の
日

記

『保
古
飛
呂
比

（ほ
ご
ひ
ろ
い
）
』
中
の
記
述
の
紹
介

で
、
末
岡
顧
間
は
同
日
記
に

「開
拓
長
官
黒
田
が
官
有

物
払
い
下
げ
を
五
代
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
五
代
は

そ
れ
を
断
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
事
実
を
発
表
し

た
。
そ
れ
は
開
拓
使
事
件
に
お
け
る
五
代
の
無
実
を

証
明
す
る
最
終
的
に
し
て
決
定
的
な
証
拠
で
あ
る
。

末
岡
顧
間
の
当
日
レ
ジ
ュ
メ
に
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

官
有
物
払
下
げ
の
受
け
皿
と
考
え
ら
れ
た
の
は
関

西
貿
易
社
で
は
な
く
、
開
拓
使
官
吏
た
ち
が
設
立
し

た
北
海
社
で
あ
っ
た
。
佐
佐
木
高
行
日
記
『保
古
飛
呂

比
』
に
よ
る
と
、
当
初
、
黒
田
と
大
隈
は
五
代
に
関
西

貿
易
社
が
受
け
皿
に
な
る
よ
う
勧
誘
し
た
が
、
五
代

は
採
算
面
か
ら
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
黒
田
は
や
む
な

く
開
拓
使
官
吏
に
受
け
皿
会
社
を
設
立
さ
せ
、
聴
許

を
得
た
の
で
あ
る
。
五
代
友
厚
文
書
の
な
か
に
、
北
海

社
と
関
西
貿
易
社
の
合
併
メ
モ
が
存
在
す
る
の
は
こ

の
た
め
で
あ
り
、
開
拓
使
官
吏
の
作
成
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

末
岡
顧
間
の
研
究
成
果
は
本
年
五
月
に
ミ
ネ
ル
ヴ

ア
書
房
か
ら
刊
行
予
定
の

『
五
代
友
厚
と
北
海
道
開

拓
使
事
件
―
―
明
治
十
四
年
の
大
隈
追
放
と
五
代
攻

撃
の
謎
に
迫
る
』
に
お
い
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
「五
代
拒
絶
」
と
い
う
証
拠
の
発
見
が

公
表
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
最
初
で

あ
っ
た
。

五
代
悪
徳
商
入
説
批
判

パ
ネ
リ
ス
ト
八
木
孝
昌
は

「
二
段
構
え
の
五
代
悪

徳
商
人
説
批
判
」
と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
報
告
で

は
、
一
段
目
は
高
校
日
本
史
教
科
書
や
岩
波
書
店
『
日

本
史
年
表
』
・
平
凡
社

『
日
本
史
事
典
』
に
見
ら
れ
る

も
の
で
、

「東
京
横
浜
毎
日
新
聞
」
の

「五
代
の
関
西

貿
易
社
へ
の
官
有
物

一
括
払
い
下
げ
」
と
い
う
誤
報

を
真
実
で
あ
る
と
誤
解
し
た
単
純
誤
謬
で
あ
る
。
こ

の
誤
謬
は
、
明
治
政
府
の
決
定
し
た
払
い
下
げ
先
は
、

開
拓
使
幹
部
が
退
職
し
て
結
成
す
る
北
海
社
で
あ
る

と
す
る
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

一
連
の
史
料
に
よ
っ

て
容
易
に
論
破
さ
れ
る
。
上
記
文
献
が
記
述
を
変
更

し
な
い
の
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
史
料
を
知
ら
な

い
の
か
、
知
っ
て
い
て
も
居
直
っ
て
い
る
の
か
、
ど
ち

ら
か
で
あ
る
。

二
段
目
は
吉
川
弘
文
館

『
国
史
大
辞
典
』
ｏ
小
学
館

『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
な
ど
が
と
る
見
解
で
、
払
い
下

げ
が
北
海
社
に
対
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
認
め
て
お

い
て
、
し
か
し
そ
の
背
後
に
は
五
代
友
厚
の
存
在
が

あ
っ
た
と
し
て
、
実
質
は
五
代
に
払
い
下
げ
ら
れ
た

の
と
同
じ
だ
と
す
る
五
代
黒
幕
説
で
あ
る
。

ン
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こ
の
黒
幕
説
は
、
『
函
館
市
史
』
や
川
崎
勝
の
論
文

「北
海
道
開
拓
使
官
有
物
払
下
事
件
と

『
東
京
経
済

雑
誌
』
の
開
拓
使
論
」
に
お
い
て
は
、
戦
後
に
五
代
家

か
ら
見
つ
か
っ
た
北
海
社
と
関
西
貿
易
社
の
合
併
を

示
唆
す
る
メ
モ
風
文
書

「開
拓
使
官
有
物
払
下
に
際

し
継
続
会
社
設
立

一
件
」
（大
阪
商
工
会
議
所
所
蔵
）

を
持
ち
だ
し
て
、
「
こ
れ
こ
の
通
り
、
五
代
は
官
有
物

一
式
を
ご
っ
そ
り
と
頂
戴
す
る
計
画
だ
っ
た
の
だ
」

と
論
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
単
純
誤
謬
で
は
な
く
、
中
傷
に
属
す
る
。
健

全
な
判
断
力
が
あ
れ
ば
、
こ
の
走
り
書
き
の
よ
う
な

メ
モ
は
、
北
海
社
の
先
行
き
に
不
安
を
覚
え
た
開
拓

使
幹
部
が
、
北
海
社
の
経
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
と
き

に
は
関
西
貿
易
社
に
助
け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

書
い
た
、
「保
険
」
を
か
け
る
つ
も
り
の
メ
モ
で
あ
る

こ
と
く
ら
い
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
は
、
上
記
の
「黒
田
の
勧
誘
を
五
代
が

拒
否
」
と
い
う
佐
佐
木
高
行
日
記
の
記
述
に
よ
っ
て
、

客
観
的
な
事
実
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
私
腹
を

肥
や
す
た
め
に
成
り
振
り
構
わ
ず
画
策
す
る
よ
う
な

人
物
と
し
て
五
代
を
想
定
す
る
の
は
、
劇
画
の
話
で

あ
っ
て
、
研
究
者
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

報
告
の
要
旨
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

原
国
教
授
報
告
と
鹿
児
島
と
翁
連
携

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
五
代
友
厚
の
地
元
で
あ

る
鹿
児
島
か
ら
、
志
學
館
大
学
教
授
で
鹿
児
島
大
学

名
誉
教
授
の
原
口
泉
教
授
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
お

招
き
し
た
。
原
口
教
授
は
日
本
近
世
史
・近
代
史
を
専

門
と
し
、
戦
国
時
代
以
降
の
薩
摩
藩
史
や
奄
美
群
島

ｏ

琉
球
の
歴
史
に
も
造
詣
の
深
い
碩
学
で
あ
る
。

原
口
教
授
は
、
「五
代
友
厚
と
私
」
と
す
る
報
告
に

お
い
て
、
五
代
へ
の
濡
れ
衣
が
こ
の
間
の
研
究
に
お

け
る
エ
ビ
デ
ン
ス
（具
体
的
証
拠
）
の
蓄
積
に
よ
っ
て

晴
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
成
果
を
評
価
し
た
上
で
、

五
代
の
人
間
像
に
言
及
し
、
「公
益
に
殉
じ
た
傑
士
」

で
あ
っ
た
と
い
う
五
代
に
ふ
さ
わ
し
い
評
価
を
呈
し

て
、
会
場
の
感
銘
を
呼
ん
だ
。

続
い
て
、
Ｎ
８
〓
参
加
の
松
田
忠
大
鹿
児
島
大
学
法

文
学
部
長
か
ら

「鹿
児
島
の
近
現
代
」
の
教
育
研
究
拠

点
整
備
の
計
画
が
報
告
さ
れ
、
ま
た
鹿
児
島
県
い
ち

き
串
木
野
市
に
あ
る

「薩
摩
藩
英
国
留
学
生
記
念
館
」

の
長
崎
崇
館
長
か
ら
は
同
記
念
館
で
二
月
か
ら
開
催

さ
れ
る
五
代
友
厚
展
「赤
き
心
」
の
企
画
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
五
代
ゆ
か
り
の
天
王
寺
商
業
高
校
の
山
田

庸
男
会
長
か
ら
は
五
代
の
認
知
度
を
高
め
、
五
代
の

名
誉
を
回
復
す
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
学
生
団
体

「五
代
友
厚
研
究
会
」
を
代
表
し
て
法

学
部
二
回
生
片
山
翔
太
さ
ん
か
ら
署
名
活
動
等
の
報

告
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
Ｎ８
〓
参
加
の
田
頭
上
口
一
鹿
児
島
大
学
副
学

長
か
ら
、
大
阪
市
大
で
の
活
動
に
連
携
す
る
旨
の
発

言
が
あ
っ
た
。
田
頭
副
学
長
は
文
部
科
学
省
か
ら
の

出
向
と
し
て
昨
年
三
月
ま
で
大
阪
市
立
大
学
理
事
の

職
責
に
あ
り
、
五
代
の
名
誉
回
復
活
動
に
も
協
力
を

い
た
だ
い
た
経
過
が
あ
る
。

教
科
書
会
社
や

歴
史
学
界
へ
の
働
き
か
け

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
、
昨
年
十

一
月
三
日
に

結
成
さ
れ
た

「五
代
友
厚
官
有
物
払
い
下
げ
説
見
直

し
を
求
め
る
会
」
の
活
動
と
し
て
、
高
校
日
本
史
教
科

書
の
出
版
会
社
六
社
に

「教
科
書
中
の
五
代
記
述
は

事
実
に
相
違
し
て
い
る
の
で
、
書
き
直
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
い
う
文
書
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
「指
摘
事
項

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
『
見
直
し
を
求
め
る
会
』
代

表
と
の
会
談
は
辞
退
す
る
」
と
の
返
事
が
四
社
か
ら

あ
り
、
三
社
に
つ
い
て
は
未
回
答
で
あ
る
こ
と
が
八

木
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
歴
史
学
界
へ
の
働
き
か
け
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
か
ら
、
岩
波
書
店

『
日
本
史
年
表
』
編
纂

を
担
当
し
て
い
る
歴
史
学
研
究
会
に
対
し
て
、
事
実

に
相
違
す
る
五
代
記
述
の
訂
正
を
求
め
る
書
状
を
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
送
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
昨
年
三
月
に
文
部
科
学
省
初
等
教
育
局
教
科
書

課
を
関
係
者
が
訪
問
し
、
教
科
書
検
定
で
事
実
に
相

違
す
る
五
代
記
述
を
改
め
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を

要
望
し
た
が
、
改
め
て
二
月
末
に
こ
の
間
の
活
動
の

報
告
を
す
る
た
め
に
、
同
教
科
書
課
を
訪
問
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

締
め
括
り
と
し
て
、
商
学
部
三
回
生
の
橋
本
美
沙

紀
さ
ん
と
商
学
部

一
回
生
の
中
居
拓
海
さ
ん
に
よ
る

参
加
者

一
同
名
義
の
「五
代
友
厚
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
声

明
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
会
場
の
拍
手
に
よ
っ
て
採
択

さ
れ
た
。

最
後
に
荒
川
哲
男
学
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、

大
阪
市
立
大
学
は
あ
と
二
か
月
ば
か
り
で
終
わ
る
け

れ
ど
も
、

「ラ
ス
ト
」
に
は

「最
後
」
と
い
う
意
味
と

「続
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
五
代
名
誉
回
復

の
活
動
も
継
続
し
、
近
い
将
来
の
目
的
実
現
を
期
す

る
旨
の
発
言
が
あ
っ
て
、
三
時
間
四
〇
分
に
わ
た
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
五

代
無
実
の
世
論
形
成
が

一
層
進
ん
で
ほ
し
い
と
い
う

期
待
の
声
や
、
教
科
書
会
社
や
歴
史
学
界
へ
の
働
き

か
け
に
対
す
る
励
ま
し
の
声
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大
阪
市
立
大
学
同
窓
会

五
代
委
員
会
委
員

Ｕ
「①
ｏ
ヨ

五
代
塾
顧
間

八
木

孝
昌

写真左 :八木孝昌氏 中央 :原口泉氏 右 :末岡照啓氏

荒川哲男大阪市立大学学長

昴鼈氣鞣◎

五代友厚展「赤き心」
場所は鹿児島県いちき串木野市羽島。

五代友厚ら欧州使節団と留学生、総勢 19名

が英国に向けて出港した場所です。

もちろん幕府に隠れての「密航」です。

1865年 3月 22日 (陽暦 4月 17日 )
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第十八国立銀行紙幣
発行者名記載 :中央右 (頭取)永見博三郎

中央左 (支配人)松田源五郎

上 :全国高校ユ
ネスコ大会。
手前が筆者

左 :宿舎はお寺
(宿泊料無料)

Ｕ

８ヽ

ヨ

五
代
塾
顧
間

曾

野

豪

夫

渋
沢
栄

一
の
生
涯
を
描
い
た

ｚ
エ
バ
大
河
ド
ラ
マ

「青
天
を
衝
く
」は
昨
年
末
に
好
評
裡
に
終
わ
っ
た
。
デ

ィ
ー
ン
・フ
ジ
オ
カ
演
じ
る
五
代
友
厚
の
事
績
の
要
点

を
う
ま
く
描
い
て
い
た
の
で
、
な
ぜ
「東
の
渋
沢
栄

一
、

西
の
五
代
友
厚
」な
る
言
葉
が
戦
前
か
ら
人
口
に
檜
実

（か
い
し
や
）
し
て
い
た
か
を
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
思

う
。
ド
ラ
マ
最
後
の
方
で
第

一
国
立
銀
行
が
創
業
さ
れ

た
後
に
、
全
国
で
地
方
銀
行
を
金
儲
け
の
た
め
に
設
立

し
よ
う
と
い
う
人
た
ち
が
多
く
出
て
き
た
と
の
表
現

に
私
は
違
和
感
を
覚
え
た
。

た
ま
た
ま
私
の
曾
祖
母
の
実
家
柴
田
家
は
元
禄
時

代
か
ら
京
都
の
大
手
生
糸
・縮
緬
（ち
り
め
ん
）問
屋
だ

っ
た
。
そ
の
本
家
筋
が
近
江
長
浜
で
蚕
種
紙
、
生
糸
、

近
江
縮
緬
や
近
江
麻
の
商
い
と
製
造
販
売
業
を
行
っ

て
お
り
、
明
治
十
年
に
九
代
柴
田
源
七
が
長
浜
の
経

済
振
興
と
通
貨
の
安
定
の
た
め
第
二
十

一
国
立
銀
行

を
知
名
の
商
人
仲

間
と
共
に
創
業
し

て
頭
取
に
就
任
し

た
。ま

た
母
の
大
伯

父
永
見
博
三
郎
は

同
年
長
崎
で
親
戚

や
明
治
三
年
以
来

の
金
融
仲
間
と
共

に
第
十
八
国
立
銀

行
を
創
業
し
て
頭

取
に
就
任
し
た
。
五

代
友
厚
と
の
関
係

は
本
紙
で
時
々
触

れ
て
い
る
。

地

方

の

有

力

者

た

ち
が
ど
の
よ

う

な

気

持

ち
で
銀
行
の

郭訳
ニユ
トに
〓土
っ

た
か
に
つ
い

て
は

叔

父

（
元
第

一
銀

行
京
都
、
神

戸

両

支

店

長
、
元
住
友

銀

行

取

締

役
梅
田
、
京

都
両
支
店
長
、
元
十
八
銀
行
大
阪
支
店
勤
務
）か
ら
聞

か
さ
れ
て
き
た
。

幕
末
か
ら
明
治
維
新
直
後
の
日
本
は
旧
藩
札
、
太

政
官
札
、
明
治
の
民
部
省
札
、
新
紙
幣
（明
治
通
宝
）な

ど
非
兌
換
券
の
乱
発
で
国
内
の
金
融
・経
済
は
混
乱
し
、

資
本
も
貧
弱
で
あ
っ
た
。
殖
産
興
業
を
図
る
た
め
に
は
、

幕
末
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）イ
ギ
リ
ス
に
密
航
し
た

伊
藤
博
文
や
、
二
年
後
の
慶
応
元
年
薩
摩
藩
英
国
留

学
生
十
四
名
を
引
率
し
た
五
名
の
使
節
団
の
副
使
五

代
友
厚
な
ど
が
帰
国
後
日
本
で
も
共
同
出
資
に
よ
る

商
社
合
力
（株
式
会
社
）
や
銀
行
の
先
駆
け
と
な
る
為

替
会
社
（バ
ン
ク
）
の
設
立
を
促
し
て
い
た
。
慶
応
四
年

徳
川
昭
武
の
幕
府
訪
欧
使
節
団
の
末
席
に
加
わ
っ
て

欧
州
に
赴
い
た
渋
沢
も
そ
の

一
人
だ
っ
た
（合
本
）。

明
治
三
年
、
政
府
は
貨
幣
制
度
、
金
融
機
関
調
査
の

た
め
伊
藤
を
ア
メ
リ
カ
に
出
張
せ
し
め
た
。
翌
四
年
帰

国
し
た
伊
藤
の
建
議
に
よ
り
、
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
ナ

シ
∃
ナ
ル
・バ
ン
ク
制
度
に
準
じ
て
国
立
銀
行
を
創
設

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
年
廃
藩
置
県
。

五
年
政
府
は
「国
立
銀
行
条
例
」
を
交
付
、
通
貨
を

旧
来
の
四
進
法
か
ら
国
際
的
な
十
進
法
と
し
、
呼
称

を
両
か
ら
回
（円
）
に
変
え
た
。
ま
た
国
内
各
地
に
「国

立
銀
行
」
（名
前
は
国
立
だ
が
民
営
）
が
新
紙
幣
の
発

行
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
渋
沢
が
創
業
に
関
わ
っ
た

第

一
国
立
銀
行
は
明
治
六
年
創
業
、
日
本
最
初
の
株

式
会
社
で
あ
る
。
し
か
し
条
例
は
各
銀
行
が
発
行
す
る

紙
幣
の
正
貨
（
＝
金
銀
）
と
の
兌
換
を
定
め
て
い
た
な

ど
設
立
条
件
が
難
し
か
っ
た
た
め
四
行
し
か
設
立
さ

れ
な
か
っ
た
。
資
本
金
は
そ
れ
ぞ
れ

一
五
〇
、
五
〇
、

二
五
、
三
〇
万
円
。
（第
三
国
立
銀
行
は
脱
落
）

九
年
条
例
が
改
正
さ
れ
て
正
貨
兌
換
が
不
要
に
な

り
、
ま
た
同
年
完
了
し
た
秩
禄
処
分
に
よ
り
士
族
に
対

し
て
発
行
さ
れ
た
金
禄
公
債
を
資
本
金
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
第
六
国
立
銀
行
以
下
多

く
の
国
立
銀
行
が
全
国
的
に
設
立
さ
れ
た
。
合
計

一

五
三
行
。
そ
れ
ら
の
銀
行
の
資
本
金
は
、
華
族
銀
行
と

言
わ
れ
た
巨
額
資
本
金
の
第
十
五
国
立
銀
行
を
例
外

と
し
て
、
一
〇
〇
万
円
が

一
行
、
そ
の
他
は
五
十
万
円

以
下
、
最
少
は
五
万
円
だ
っ
た
。

各
地
方
の
有
力
者
た
ち
は
西
南
戦
争
の
直
後
と
い

う
ま
だ
政
治
的
に
安
定
し
た
と
確
信
を
も
て
な
い
時

期
に
私
財
を
出
し
合
っ
て
地
方
の
殖
産
と
経
済
の
流

通
向
上
の
た
め
に
銀
行
の
設
立
に
協
力
し
た
も
の
と

思
う
。
士
族
の
中
に
は
公
債
を
拠
出
し
た
も
の
の
経
営

能
力
に
乏
し
く
脱
落
し
た
人
達
も
い
た
。

国
立
と
言
っ
て
も
株
式
会
社
で
あ
り
、
有
限
責
任
で

あ
る
。
新
た
に
地
方
で
銀
行
を
起
こ
す
に
は
そ
れ
な
り

の
資
本
金
が
必
要
で
あ
る
。

「国
立
銀
行
成
規
」
に
基
づ
き
大
蔵
卿
（大
臣
）
は
地

方
か
ら
銀
行
成
立
願
書
を
受
取
っ
た
ら
、
所
轄
地
方
官

庁
（府
県
庁
）
に
命
じ
、
発
起
人
ら

一
人
ご
と
の
身
分
、

営
業
の
規
模
、
そ
の
他
詳
細
な
調
査
を
差
し
出
さ
せ
る
。

更
に
大
蔵
卿
（当
時
大
隈
重
信
）か
ら
「設
立
願
い
趣
旨

説
明
の
た
め
発
起
人

一
名
上
京
せ
よ
」
と
の
達
し
が
、

県
令
の
添
書
を
も
っ
て
発
起
人
に
届
け
ら
れ
た
。
複
雑

な
諸
手
続
き
を
経
て
内
認
可
が
な
さ
れ
、
発
起
人
会

を
開
き
、
新
聞
に
株
主
募
集
の
広
告
を
掲
載
す
る
。
設

立
発
起
人
会
を
経
て
株
主
予
定
者
に
よ
り
創
立
総
会

が
開
催
さ
れ
、
本
店
事
務
所
や
営
業
所
所
在
地
、
資
本

金
の
額
な
ど
を
決
定
し
、
株
式
の
募
集
を
行
う
。
取
締

役
や
頭
取
な
ど
の
選
任
は
投
票
に
よ
る
。
発
起
人
席

と
取
締
役
席
は
別
に
し
つ
ら
え
て
あ
る
。
従
い
両
者
が

同

一
人
物
の
場
合
は
発
言
す
る
立
場
に
よ
っ
て
席
を

移
動
す
る
。
維
新
後
ま
だ
十
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
の

に
西
洋
式
議
事
進
行
の
手
順
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
に

驚
か
さ
れ
る
。

話
し
は
そ
れ
る
が
私
が
六
年
生
の
時
に
日
本
は
敗

戦
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
る
前

年
の
昭
和
三
十
五
年
六
月
、
私
は
灘
高
校
二
年
生
の

時
に
第
二
回
全
日
本
高
校
学
生
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
全
国

大
会
を
校
長
先
生
の
許
可
を
得
て
母
校
で
会
長
と
し

て
主
宰
し
た
。
生
徒
会
予
算
か
ら
に
二
、
○
○
○
円
の

枠
を
貰
っ
た
。

全
国
か
ら

一
〇
校
余
り
の
公
私
立
高
校
か
ら
代
表

が
集
ま
っ
た
。
初
め
て
の
学
外
活
動
で
あ
り
会
議
の
進

め
方
も
分
か
ら
な
い
。
神
戸
市
役
所
社
会
文
化
教
育

課
の
岡
本
課
長
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
エ
マ
ー
ソ
ン
著
『
会

議
の
仕
方
』
を
読
む
よ
う
に
教
わ
り
、
に
わ
か
勉
強
を

し
た
。
大
会
で
私
は
灘
高
ユ
ネ
ス
コ
研
究
会
会
長
席
と

大
会
議
長
席
を
行
き
き
し
た
。

あ
る
日
、
岡
本
課
長
と
話
し
て
い
る
と
洋
装
の
颯
爽

と
し
た
婦
人
が
通
り
か
か
り
多
く
の
職
員
が
起
立
し

て
会
釈
を
し
て
い
る
。
婦
人
は
私
を
見
て
「曾
野
さ
ん

3



第 6号 Dream五代塾新聞 令和 4年 (2022)2月 1日

で
し
よ
」
と
。
「？
Ｌ
笹
子
で
す
。
マ
コ
の
叔
母
の
」
「は

っ
、
暫
く
で
し
た
」
。
小
学
校
の
親
友
マ
コ
岩
松
の
叔
母

さ
ん
だ
っ
た
。
部
長
さ
ん
だ
っ
た
。
後
年
、
マ
コ
の
両
親

と
共
に
戦
前
か
ら
左
翼
系
の
絵
描
き
さ
ん
だ
と
知
っ

た
。
マ
コ
と
叔
母
さ
ん

一
家
は
空
襲
で
御
影
の
家
が
焼

か
れ
た
の
で
交
流
が
途
絶
え
て
い
た
。
マ
コ
は
戦
後
、

映
画
「砲
艦
サ
ン
パ
ブ
ロ
」
（米

“
０
い
い
）
で
著
名
な
ハ

リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の
話
し
は
何
れ
ま
た
。

さ
て
、
銀
行
の
創
業
に
関
わ
る
重
要
書
類
へ
の
取
締

役
の
署
名
、
捺
印
に
際
し
て
は
知
事
や
同
僚
取
締
役

な
ど
の
面
前
で
行
う
。
払
込
み
さ
れ
た
資
本
金
の
三
割

を
大
蔵
省
（
又
は
コ
ル
レ
ス
先
の
第

一
国
立
銀
行
）
に

担
保
と
し
て
提
供
し
、
そ
の
地
方
銀
行
名
義
の
紙
幣
を

印
刷
し
て
も
ら
っ
て
や
つ
と
開
業
が
で
た
。

こ
の
頃
、
全
国
で
多
く
の
士
族
に
不
穏
な
動
き
が
あ

り
、
明
治
政
府
を
悩
ま
せ
て
い
た
。
特
に
九
州
だ
け
で

も
明
治
七
年
佐
賀
の
乱
、
九
年
の
神
風
連
の
乱
、
秋
月

の
乱
、
萩
の
乱
か
ら
十
年
西
南
の
役
と
続
く
。
そ
の
よ

う
な
時
期
な
の
で
全
国
の
地
方
の
名
望
家
、
資
産
家
が

新
規
事
業
を
起
こ
す
の
に
臆
病
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
日
本
の
郵
便
電
信
施
設
も
鉄
道
事
業
も
ま
だ
幼

稚
で
薩
長
土
肥
を
中
心
と
す
る
中
央
政
府
の
施
策
も

す
ぐ
に
津
々
浦
々
に
行
き
渡
り
に
く
か
っ
た
時
代
に
、

日
本
国
家
の
命
運
を
担
う
「殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
」

に
協
賛
し
た
先
人
の
思
い
を
令
和
時
代
の
政
治
家
、
中

央
ｏ地
方
官
僚
、
財
界
人
、
教
育
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
そ

の
他
各
界
の
人
々
は
胸
に
抱
い
て
日
本
の

一
五
〇
年

先
を
見
据
え
て
活
躍
し
て
頂
き
た
い
。
今
年
は
ま
だ
明

治

一
五
五
年
で
あ
る
。

明
治
十

一
年
（
一
八
七
八
）
、
東
京
商
法
会
議
所
と

大
阪
商
法
会
議
所
が
、
渋
沢
栄

一
と
五
代
友
厚
を
東

西
そ
れ
ぞ
れ
の
会
頭
と
し
て
発
足
し
た
。

宜
（む
べ
）な
る
哉
（か
な
）
。

「も
っ
と
も
な
こ
と
だ
な
」

参
考
書
籍

・『丸
太
柴
田
商
店
小
史
』

・十
八
銀
行
『
百
年
の
歩
み
』
ほ
か

『
赤
き
心
』

五
代
友
厚
の
歌

時
＜
れ
ば

赤
き
心
も

あ
ら
わ
れ
て

惜
し
ま
れ
て
散
る

紅
葉
な
る
ら
ん

膨鸞鍼笙鯰鯰

待望の五代友厚の歌
公益のために一生を捧げた五代友厚の
心情が、堀内さんの歌声とともに伝わつ
てきます。一度聴いて<ださい。

YouTubeで 配信中

麒儡躁鸞鵞

妙国寺で第五回目の法
要。ご子孫・関係者を招
き、講演会も計画されて
います。今年は神戸事件
の瀧善三郎のご子孫・瀧
正敏氏の講演も予定。

日時 :2022年 2月 23日 13:00～ 15:30 場所 :妙国寺
プログラム :法要、ご挨拶、講演会、上映会、墓参
定員 :100名、会費 1,000円
主催 :堺事件を語り継ぐ会 代表井渓明
後援 :堺市、同教育委員会、高知県大阪事務所、在日フラン
ス大使館、ボランテイア協会、他多数
事務局 :090-3844-7139(担当・呉竹、戒田)

開催日までの余裕がありませんが、ご興味のある方は事務
局へお問い合わせください。

作
詞
　
八
木
孝
昌

作
曲
　
堀
内
圭
三

時
は
幕
末
英
国
へ

留
学
し
た
る
五
代
ら
は

薩
摩
の
国
と
ベ
ル
ギ
ー
の

商
社
条
約
締
結
す

た
と
え
企
て
成
ら
ず
と
も

道
拓
く
な
ら

そ
れ
で
よ
し

攘
夷
の
事
件
勃
発
し

外
国
掛
（が
か
り
）参
与
と
て

堺
港
に
お
も
む
き
て

国
難
救
う
大
奮
闘

た
と
え
犠
牲
を
払
う
と
も

国
守
る
な
ら

そ
れ
で
よ
し

天
和
（て
ん
な
）鉱
山
皮
切
り
に

求
め
し
山
は
二
十

一

近
代
産
業
支
え
ん
と

鉱
山
王
の
道
を
往
く

た
と
え
私
財
を
失
く
す
と
も

国
富
ま
す
な
ら

そ
れ
で
よ
し

官
有
物
の
払
い
下
げ

政
商
五
代
引
き
受
け
と

誤
報
を
流
す
新
聞
に

五
代
は
し
か
し
黙
し
た
り

た
と
え
汚
名
を
か
ぶ
る
と
も

国
割
れ
ぬ
な
ら

そ
れ
で
よ
し

街
に
活
気
を
戻
さ
ん
と

大
阪
商
法
会
議
所
の

会
頭
務
め
丸
五
年

激
務
の
果
て
に
力
尽
く

た
と
え
こ
の
身
は
亡
ぶ
と
も

民
栄
え
る
な
ら

そ
れ
で
よ
し

時
く
れ
ば

赤
き
心
も

あ
ら
わ
れ
て

惜
し
ま
れ
て
散
る

紅
葉
な
る
ら
ん

前
田
正
名
の
捧
げ
た
る

追
悼
の
歌
そ
の
ま
ま
に

赤
き
心
を
貫
き
し

五
代
友
厚

大
阪
の

恩
人
の
名
は
い
つ
ま
で
も

我
ら
の
胸
に

残
る
べ
し

年
賀
状
を
頂
き
ま
し
た

旧
年
は
映
画

「
天
外
者
」
で
五
代
友
厚
豊
子
夫

妻
の
生
涯
が
俯
嗽
さ
れ
、
ま
た

〓
要

大
河
ド
ラ
マ

「青
天
を
衝
け
」
で
は
友
厚
の
活
躍
の
要
所
々
々

が
凝
縮
し
て
ド
ラ
マ
化
さ
れ
両
両
相
侯

っ
て
埋

も
れ
か
け
て
い
た
五
代
の
事
績
が
世
に
知
ら
れ

る
こ
と
に
な

っ
た
嬉
し
い
一
年
で
し
た
。
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昨年は、映画「天外者」(主演 :三浦春馬、五代役)や NHK大河ドラマ「青天に衝け」(デイーン・フジオカ、五代役)で五代友厚
が世の中に登場しました。両者共に五代の等身大の姿が表現されており、五代を勉強している私達にとつては心地よく観
させて頂いた。即ち「赤心」「先覚性」「正義感・実行力」「公益性」「未来志向」と五代キーワードがにじみ出ていたことです。

今、大阪市大同窓会と大阪市大が「官有物払い下げ事件」の五代の濡れ衣を晴らそうと活動されています。濡れ衣は新聞誤報が明白で、
今その歴史が変わろうとしています。当時五代は国の混乱を憂慮し弁明せずこの世を去つていきました。大恩人への恩返しは今しかな
いと行動に移した大阪市大同窓会と大阪市大、そして学生たちが「開学の祖五代友厚」の DNAを継いでくれた。
この様な五代友厚の精神。志を引き継ぎ、次世代を担う若者たちに伝えることが私達の使命と再認識し、Dream五代塾 2年目の活動
を邁進してまいります。今年度もより多くの方々に Dream五代塾の考えにご理解とご賛同をいただき、ご一緒に勉強し活動できる会
員の方を集つています。是非、継続会員、又新規会員への加入よろしくお願いいたします。【年会費 2,000円 】(詳細は下記ホームページ)

Dream五代塾ホームページ https://www.dream― gOdaLcom
連絡先 :川 口 1建  携帯:080-4497-5688 Emailigogoken12345@gmaiLcom 鰊 爆聰 ‐
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